
第３次大津市文化振興計画　関連事業の進捗状況 資料１

令和6年度

基本目標 施策 主な取り組み 実績 実施状況 始期、終期（予定） 目標 実績 評価 事業費（千円） 成果と課題、令和７年度の取組内容

1 市民部 文化振興課 大津市文化団体派遣事業
・市内文化団体の活動の場の提供
・市民への文化芸術鑑賞機会の提供

学校や公民館等が開催する演奏会や講演会など
に、大津市文化連盟に加盟している芸術文化団
体等を派遣し、活動してもらうことにより、地域を元
気にするとともに、文化活動の裾野を広げる。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

①誰もが文化芸術に
親しむ機会の創出

派遣回数：25回
参加者数：1,977人

維持・推進 （R3　～　 ）
派遣回数：40回
参加者数：1,000人

派遣回数：35回
参加者数：1,722人

A（80％以上
達成）

620

昨年度よりも派遣回数が増加し、利用団体からも高い
評価を得ている。日頃触れる機会の少ない文化活動を
身近に体験できる点や、リクエストに応じた柔軟な対応
が評価につながっている。
また、派遣する文化団体にとっても発表機会の拡大や
活動意欲の向上につながっており、双方にとって有意義
な事業となっている。

2 市民部 文化振興課
民間のノウハウを生かした文
化施設の運営/自主事業の実
施

・民間のノウハウを生かした有効な施設運営と
活用
・市内文化団体・個人の活動の場の提供
・市民への文化芸術鑑賞・体験機会の提供

指定管理者制度を導入している3施設（大津市民
会館、スカイプラザ浜大津、大津市伝統芸能会
館）にて、貸館事業、指定自主事業及び指定管理
者独自の自主事業を展開する。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

①誰もが文化芸術に
親しむ機会の創出

【利用人数】
市民会館：90,618人
スカイプラザ浜大津：75,380人
伝統芸能会館：11,597人

【自主事業実施回数】
市民会館：29回
スカイプラザ浜大津：15回
伝統芸能会館：10回

維持・推進

市民会館
（R6　～　R8）

スカイプラザ浜大津
（R7　～　R11）

大津市伝統芸能会館
（R7　～　R11）

※現指定管理者の指
定期間

【利用者数】
市民会館：70,000人
スカイプラザ浜大津：
60,000人
伝統芸能会館：15,000
人

【自主事業実施回数】
市民会館：23回
スカイプラザ浜大津：
13回
伝統芸能会館：15回

【利用人数】
市民会館：89,250人
スカイプラザ浜大津：
73,828人
伝統芸能会館：11,294
人

【自主事業実施回数】
市民会館：28回
スカイプラザ浜大津：8
回
伝統芸能会館：9回

A（80％以上達成）

市民会館：58,617
スカイプラザ浜大

津：17,800
伝統芸能会館：

13,550

令和６年度と比べ、指定管理3施設とも利用者数が減少
しており、今度も利用者のニーズを的確に把握する必
要がある。
施設管理については、利用者が安心・安全に施設を利
用できるよう、軽微な施設修繕が迅速に実施されてい
る。
自主事業については、今後、指定管理者主催事業の積
極的な計画や事業内容の充実、実施回数の拡充が求
められる。

3 市民部 文化振興課 美術展、写真展、文化祭

市民が日頃から自主的に展開している文化活
動の成果を発表・鑑賞するとともに、誰もが文
化芸術に親しむ機会を創出し、多様な主体や
世代等による交流や相互理解を促進すること
で、市民文化の向上に資する

【大津市美術展覧会】
日本画、洋・版画、彫刻、工芸、書の５部門で作品
を公募し、審査を経て入選した作品を展示する。
期間中には作品講評会等を開催し、芸術に親しむ
市民の裾野の拡大に努める。

【大津市写真展覧会】
写真作品を公募し、審査を経て入選した作品を展
示する。また、期間中に審査員による講演会を開
催し、写真に親しむ市民の裾野の拡大に努める。

【大津市文化祭】
舞台発表・展示発表からなるオープニングセレモ
ニー、短歌・俳句の作品を募集し、審査の上、優
秀な作品を表彰する大津市民短歌・俳句大会、市
民文芸誌「湖都の文学」冊子発刊の計3事業を実
施する。また、各学区並びに芸術文化団体が「大
津市文化祭」参加行事として、文化祭を実施する。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

②誰もが文化芸術を
表現する機会の充
実

【大津市美術展覧会】
出品数：256点
入場者数：1,356人

【大津市写真展覧会】
出品数：246点
入場者数：1,073人

【大津市文化祭】
〈オープニングセレモニー〉
出演団体数：19団体
入場者数：565人
〈短歌・俳句大会〉
応募数：3,844点
〈湖都の文学〉
応募数：221点
〈各学区・芸術文化団文化祭〉
参加団体数：43団体
入場者数：30,741人

維持・推進

【大津市美術展覧会】
（S25　～　）

【大津市写真展覧会】
（S52　～　）

【大津市文化祭】
（S22　～　）

【大津市美術展覧会】
出品数：350点
入場者数：1,400人

【大津市写真展覧会】
出品数：300点
入場者数：1,100人

【大津市文化祭】
〈オープニングセレモ
ニー〉
出演団体数：18団体
入場者数：500人
〈短歌・俳句大会〉
応募数：4,600点
〈湖都の文学〉
応募数：300点
〈各学区・芸術文化団
文化祭〉
参加団体数：54団体
入場者数：15,000人

【大津市美術展覧会】
出品数：289点
入場者数：1,477人

【大津市写真展覧会】
出品数：230点
入場者数：767人

【大津市文化祭】
〈オープニングセレモ
ニー〉
出演団体数：18団体
入場者数：約500人
〈短歌・俳句大会〉
応募数：5,307点
〈湖都の文学〉
応募数：213点
〈各学区・芸術文化団
文化祭〉
参加団体数：45団体
入場者数：28,083人

B（50～80％達成） 8,024

美術展、写真展、文化祭のすべてで出品者や出演者の
層が固定化されており、高齢化が顕著である。今後は、
高校や大学等への周知を積極的に行うなど、特に若年
層の参加を促す試みが必要である。

4 市民部 文化振興課
障害者団体への文化活動の
サポート

障害の有無に関わらず、誰もが容易に文化芸
術活動、表現活動を行うことができる環境づく
りを推進する。

後援、文化施設の先行予約を承認することで、障
害者団体の文化活動のサポートを行う。

１　文化芸術を支え
る人づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

②誰もが文化芸術を
表現する機会の充
実

後援１件
スカイプラザ浜大津の先行予約
１件

維持・推進 ― ―

滋賀県との共催事業
１件
後援１件
スカイプラザ浜大津の
先行予約１件

―

令和７年度には、滋賀県と連携し、滋賀県障害者等の
文化芸術活動を支える拠点づくり事業として「ふしぎな
民族のふしぎな儀式と音楽であそぼう！」を開催した。
障害の有無に関わらず子どもたちが一緒に参加し、創
作や音楽表現を楽しむ機会を提供するとともに、文化芸
術を通じた交流や相互理解の促進を図った。
今後は、こうした実践をさらに広げながら、障害のある
人もない人も共に文化芸術活動に参加し、発信できる
環境づくりを進めることで、文化を通じた相互理解と共
生社会の実現につなげていく必要がある。

5 市民部 文化振興課
大津市の文化資源等の情報
を掲載するサイトの開設

市民等へのへの効果的な情報発信を進めるこ
とで、文化活動への参加促進と地域文化の魅
力発信につなげていく。

大津市の文化資源等の情報を掲載するサイトを
開設し、文化芸術情報発信の中核的なプラット
フォームとして活用することで、市民や観光客への
効果的な情報発信を進める。

３　文化芸術を活性
化させる仕組みづく
り

（１）文化芸術活動の
情報発信

②デジタル技術を活
用した文化情報の発
信

― 維持・推進 （R7　～　） ―

【文化芸術情報サイト
に掲載した文化情報
の数】
240件

―

令和7年度より、文化芸術情報サイトの運用を開始し
た。通称名「ミナエル」は、市民からの公募により決定し
た。初年度として文化情報240件を掲載した。今後さらな
る情報拡充に努めていく。

6 市民部 文化振興課 文化賞の授与
本市の文化向上に著しい功績のあった個人・
団体を表彰し、大津市の文化振興への更なる
貢献を期待する。

毎年、永年にわたり文化活動に従事し、文化の向
上と振興に特に著しい功績のあった方に対して
「大津市文化賞」を、その中でも特に高い水準に達
している方に対して「大津市文化特別賞」を、文化
活動に従事し優れた功績のあった方でその活動
において将来を期待される方に対して「大津市文
化奨励賞」を、それぞれ授与する。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

①文化芸術を担う人
材、団体の育成・支
援

【受賞者数】
大津市文化特別賞：2人
大津市文化賞：2人
大津市文化奨励賞：3人＋1団体

維持・推進 （S63　～　） ―

【受賞者数】
大津市文化特別賞：2
人
大津市文化賞：2人＋
1団体
大津市文化奨励賞：1
人

81
令和7年度は、画家1人、ピアニスト1人に文化特別賞、
資料室顧問1人、大学教授1人、文化団体1団体に文化
賞、講談師1人に文化奨励賞の授与を行った。

7 市民部 文化振興課 文化芸術団体補助事業

大津市文化祭事業として市内全域を対象に催
される音楽や伝統舞踊など芸術文化の舞台公
演や、茶道や華道など伝統文化の展示活動、
文芸活動に対して支援する。
このことにより市民文化の向上や個性豊かで
活力あふれる地域づくりに貢献するとともに、
本市の文化振興の推進を図る。

芸術文化団体の大津市文化祭参加事業に係る経
費の補助
・文化祭会場設営に係る経費
・講師等に係る経費
・パンフレット作成等広報活動費
・事務用消耗品費

２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

①文化芸術を担う人
材、団体の育成・支
援

１4件（全１6件中）
658,229円

維持・推進
（H26　～　）

※補助金適正化後
―

11件（全16件中）
556,315円

557
令和6年度と比べ活用する団体が減少。補助金活用を
促す必要がある。

8 市民部 文化振興課
文化関連事業の共催、後援、
賞の授与

・市内文化団体の活動の場の提供
・市民への文化芸術鑑賞・体験機会の提供
・文化芸術の担い手の育成

文化関連事業の共催、後援、賞の交付を行うこと
で、市民の文化芸術活動が活発に行われるよう支
援するとともに、誰もが身近に文化芸術に触れる
ことができる環境を充実させる。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

①文化芸術を担う人
材、団体の育成・支
援

共催：5件
後援：137件
賞の交付：17件

維持・推進 ―
共催：4件
後援：130件
賞の交付：20件

共催：5件
後援：137件
賞の交付：20件

A（80％以上達成） 360

後援名義・賞の交付の申請件数については、概ね前年
度並みであった。
共催事業については、「びわ湖大津淡海節全国大会」、
「大津ジャズフェスティバル」、「「わたしの打った能面」
展」、「青春21文字のメッセージ」に加えて、県との共催
で「令和7年度滋賀県障害者等の文化芸術活動を支え
る拠点づくり事業」の計5事業を前年度に引き続き実施
した。

事業概要
計画との関連 令和７年度

照会番号 部局 所属 事業名 目的
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令和6年度

基本目標 施策 主な取り組み 実績 実施状況 始期、終期（予定） 目標 実績 評価 事業費（千円） 成果と課題、令和７年度の取組内容
事業概要

計画との関連 令和７年度
照会番号 部局 所属 事業名 目的

9 市民部 文化振興課 市文化連盟補助事業

大津市文化連盟が行う文化活動顕彰事業や
大津文化を掲載した機関紙発行事業、市民参
加型の文化事業などについて支援する。
このことにより市民文化の向上や個性豊かで
活力あふれる地域づくりに貢献するとともに、
大津市の文化振興の推進を図る。

大津市文化連盟の文化事業に係る経費に対する
補助
・文化表彰に係る経費
・文化事業に係る経費
・パンフレット作成等広報活動費
・事務用消耗品費

２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

②他分野や他団体
等との連携を促進す
るつなぎ手の育成・
支援

１件（全１件中）
175,000円

維持・推進 （H26　～　） ―
１件（全１件中）
175,000円

A（80％以上達成） 175

文化活動顕彰事業や連盟に加盟する芸術文化団体の
近況を掲載した機関紙発行事業等については例年実
施されているものの、市民参加型の文化事業について
は、実施できていない。
高齢化に伴い、各団体の活動も縮小傾向であるが、大
津市の文化芸術振興の担い手、つなぎ手として、連盟
の活動内容の見直しが必要。

10 市民部 文化振興課
民間のノウハウを活用した人
材育成研修

民間のノウハウを活用し、文化芸術活動を行う
人材や、活動を支える人の活躍の場を広げる
とともに、次世代を担う子どもや若者が、身近
に文化芸術に触れることができる環境を充実
することにより、地域の文化芸術の担い手とな
る人材を育てていく。

大津市民会館指定管理者による「市民育成事業」
を実施（自主事業）

①舞台マネジメント講座「大人の舞台体験・探索ツ
アー」
実施日時：2025年3月2日（日)
参加対象：高校生以上

②市民のためのアートマネジメント「笑声deコミュ
ニケーション」講座
実施日時：2025年3月22日(土)
参加対象：高校生以上

２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

②他分野や他団体
等との連携を促進す
るつなぎ手の育成・
支援

①舞台マネジメント講座「大人の
舞台体験・探索ツアー」参加人
数：1名

②市民のためのアートマネジメ
ント「笑声deコミュニケーション」
講座参加人数：3名

維持・推進 （Ｒ３　～　）
①定員：10名

②定員：20名

①舞台マネジメント講
座「大人の舞台体験・
探索ツアー」
参加人数：4名

②②市民のための
アートマネジメント「笑
声deコミュニケーショ
ン」講座
参加人数：16名

B（50～80％達成）

指定管理者の自
主事業の一環と
して実施している
ため、個別の事
業費は不明

２つの講座ともに、実際の現場に触れながら学べる実
践的な内容としたことで、参加者からは満足度の高い講
座として好評を得た。特に司会講座については、身近で
活用しやすいテーマであったことから参加者数が増加し
た。
舞台マネジメント講座については、専門性の高い内容で
あることから参加者数は限定的であったが、関心のある
層には有意義な学びの機会となった。今後は、内容の
見せ方の工夫や広報の強化を図り、より幅広い参加に
つなげていく必要がある。

11 市民部 文化振興課 子ども向け指定自主事業
次世代を担う子どもや若者がすぐれた文化芸
術に触れる機会を提供し、子どもの文化芸術
に対する関心を高め、豊かな心を育む

指定管理施設2施設（スカイプラザ浜大津、大津市
伝統芸能会館）にて、子どもを対象とした指定自
主事業（市から実施内容を指定する事業）を実施
し、文化芸術を担う人材を育成する。

①「はじめての能囃子」体験・ワークショップ
実施日時：2025年8月9日（土)
参加対象：小学生以上（小中学生優先）

２　文化芸術を支え
る人づくり

（２）未来を担う子ど
もへの文化活動の促
進

①子どもが文化芸術
に親しむ機会の創出

― 維持・推進

スカイプラザ浜大津
（R7　～　R11）

大津市伝統芸能会館
（R7　～　R11）

※現指定管理者の指
定期間

①定員：40名

①「はじめての能囃
子」体験・ワークショッ
プ
参加人数：26名

B（50～80％達成）

指定管理者の自
主事業の一環と
して実施している
ため、個別の事
業費は不明

伝統芸能会館では、大津市立小学校児童を対象とした
「はじめての能囃子」体験・ワークショップを開催し、26
人が参加した。
今後は、より子どもに特化した事業を積極的に計画し、
充実させる必要がある。

12 市民部 文化振興課 子どもの作品展示事業
次世代を担う子どもたちが文化に触れる機会
を創出し、豊かな個性と創造力の育成を目指
す

大津市美術展覧会・写真展覧会と同時期に、同会
場にて「七夕」をテーマとした作品を市立幼稚園の
園児から募集し、子どもたちによる小さな作品展
「集まれ！小さな芸術家！大津っ子作品展」を開
催する。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（２）未来を担う子ど
もへの文化活動の促
進

①子どもが文化芸術
に親しむ機会の創出

出品数：200点 維持・推進 （H28　～　） ― 出品数：200点 ―

市立幼稚園29園の5歳児を対象として作品募集を行っ
た結果、全園から出品をいただいた。歴史博物館2階ロ
ビーにて、美術展及び写真展の会期中に作品展示を実
施し、市展・写真展の作品鑑賞にもつながった。

13 市民部 文化振興課 伝統文化親子教室の実施

　本市の子どもたちが身近な場所でさまざまな
伝統文化を体験できる機会を提供し、伝統文
化へのより深い理解と興味喚起を図ることで、
伝統文化の将来を担う鑑賞者、活動者の基盤
を広げることに繋げる。

子どもたちが短時間（１日）で気軽に伝統文化を体
験できる場として、９つの体験教室を開催する。
「狂言、生け花、お箏 、能、和装礼法、日本舞踊、
将棋、俳句、茶道」といった多彩な伝統文化から興
味のある教室を選んで体験できる初心者向けの
体験教室を実施。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（２）未来を担う子ど
もへの文化活動の促
進

②子どもが文化芸術
を表現する機会の充
実

参加者：142人 維持・推進 （H26　～　） ― 参加者：140人 597
大津市の持つ施設を活用し、子どもたちが短時間で気
軽に伝統芸能を体験できる機会を提供することで、伝統
文化への理解と興味喚起を図ることができた。

14 市民部 文化振興課
文化祭開催事業、学区文化祭
補助事業

大津市文化祭事業として、学区ごと(全36学
区）に催される音楽や舞踊などの舞台発表や、
茶道体験、華道展示などの様々な文化活動に
対して支援する。
このことにより市民文化の向上や個性豊かで
活力あふれる地域づくりに貢献するとともに、
本市の文化振興の推進を図る。

学区文化祭実行委員会等の大津市文化祭参加
事業に係る経費の補助
・文化祭会場設営に係る経費
・展示発表等に係る経費
・パンフレット作成等広報活動費
・事務用消耗品費

２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

①文化芸術を担う人
材、団体の育成・支
援

30件（全32件中）
1,221,602円

維持・推進 （H26　～　） ―
30件（全32件中）
1,227,934円

1,223
文化祭を実施した団体数は令和6年度と同等であった。
文化祭を主催する文化団体や担い手が不在であること
から、文化祭を中止と判断した学区もあった。

15 市民部 文化振興課
民間のノウハウを活用した配
信事業、配信等支援事業の実
施

・民間のノウハウを活用した文化芸術情報の
発信
・市内における様々な文化芸術資源の情報化
の促進

指定管理施設において、文化関連事業動画等の
配信を行い、活動団体への支援や施設への誘客
につなげる。

３　文化芸術を活性
化させる仕組みづく
り

（１）文化芸術活動の
情報発信

②デジタル技術を活
用した文化情報の発
信

実施事業数
市民会館：4事業
スカイプラザ浜大津：3事業

維持・推進

市民会館
（R6　～　R8）

スカイプラザ浜大津
（R7　～　R11）

※現指定管理期間

―
実施事業数
市民会館：3事業

指定管理者の自
主事業の一環と
して実施している
ため、個別の事
業費は不明

市民会館では、「湖都ココチャンネル」（大津市民会館・
大津公民館公式YouTubeチャンネル）において、主催事
業や施設で活動する団体の文化芸術活動を随時発信
している。
スカイプラザ浜大津では、令和7年度はライブ開催支援
事業を実施していないが、これまで当施設を年間レギュ
ラー使用する団体等に発表機会を提供することを目的
として実施してきた経過があり、令和8年度は事業の実
施を予定している。

16 市民部 文化振興課
SNS等を活用した文化情報の
発信

若年層が文化芸術に親しむ機会の創出
大津市公式LINEで文化関連事業や文化芸術振興
に関わるトピックについて発信する。

３　文化芸術を活性
化させる仕組みづく
り

（１）文化芸術活動の
情報発信

②デジタル技術を活
用した文化情報の発
信

配信件数：21件 維持・推進 （R4　～　） 配信件数：20件 配信件数：30件 A（80％以上達成） ―

情報発信手段の多様化を図るため、これまでのLINE配
信に加え、新たにX（旧Twitter）の運用も開始した。回遊
型コラボレーション事業、市展・写真展、文化祭オープ
ニングセレモニー、湖都の文学、短歌・俳句大会、伝統
文化親子教室、源氏物語関連事業、共催事業(21文字)
について、作品募集やイベント開催のタイミングに合わ
せて情報発信をした結果、配信回数は前年度よりも増
加した。

17 市民部 文化振興課 回遊型コラボレーション事業
・市内文化施設を訪れる機会の創出
・文化芸術に親しむ機会の提供

大津市美術展覧会・写真展覧会の開催に合わ
せ、夏休み期間中に周辺の文化施設において文
化イベントを実施すると同時にスタンプラリーを行
うことにより、人の流れをつくり、文化の力でにぎ
わいを生み出す。

３　文化芸術を活性
化させる仕組みづく
り

（２）関連分野、他分
野との連携と創造的
な文化活動への支
援

①既存事業や文化
施設等の連携による
有機的な繋がりの促
進

企画イベント数：2件 維持・推進 （H29　～　） 企画イベント数：3件 企画イベント数：2件 B（50～80％達成） 246

令和6年度に引き続き、美術展・写真展の開催日～8月
末までを期間として、大津市歴史博物館、大津市伝統
芸能会館、長等創作展示館・三橋節子美術館、スカイプ
ラザ浜大津、大津市民会館、大津市埋蔵文化財調査セ
ンターの計6施設をめぐるスタンプラリーを実施した。期
間中には子どもを対象とした企画イベントとして、長等
創作展示館・三橋節子美術館で大津絵体験教室、水墨
画体験教室を開催し、多くの親子にご参加いただいた。



第３次大津市文化振興計画　関連事業の進捗状況 資料１

令和6年度

基本目標 施策 主な取り組み 実績 実施状況 始期、終期（予定） 目標 実績 評価 事業費（千円） 成果と課題、令和７年度の取組内容
事業概要

計画との関連 令和７年度
照会番号 部局 所属 事業名 目的

18 福祉部
子ども未来局

幼保支援課
地域活動事業
（保育園）

・地域の歴史や伝統文化、芸術等に触れ、文
化への関心や地域への愛着心を育む
・豊かな感性や道徳心、人とかかわる力を育
む

地域の老人クラブ等との芸術観賞、伝統行事や伝
承あそびの体験。史跡や文化施設訪問、地域の
民話や歴史を聴く、地域文化継承者との交流な
ど。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（２）未来の担い手を
担う子どもへの文化
活動の促進

①子どもたちが文化
芸術に親しむ機会の
創出

派遣回数：101回
参加者数：3,574人

維持・推進 （　Ｈ１～　） -
派遣回数：111回
参加者数：3,245人

182
コロナ明け以降、各園とも活発に事業を開催してる。お
はなし会や人形劇などの芸術鑑賞、太鼓演奏や楽団の
音楽鑑賞が実施された。

19
福祉部
子ども未来局

幼保支援課
学校支援総合推進事業
（幼稚園）

・地域の歴史や伝統文化、芸術等に触れ、文
化への関心や地域への愛着心を育む
・豊かな感性や道徳心、人とかかわる力を育
む

・地域の人材活用
・世代間の交流
・地域の自然や環境の活用
・地域の伝統、文化に触れる体験
・音楽鑑賞や観劇など、芸術に触れる体験等、特
色ある教育活動の推進

２　文化芸術を支え
る人づくり

（２）未来の担い手を
担う子どもへの文化
活動の促進

①子どもたちが文化
芸術に親しむ機会の
創出

派遣回数：64回
参加者数：3,036人 維持・推進 （Ｈ23～　） -

派遣回数：65回
参加者数：2,915人 280

各園で地域人材を活用した子どもの安心・安全、又、豊
かな体験となる事業が実施された。また、広域から団体
や講師を招聘し芸術鑑賞や文化に触れる体験も実施さ
れた。

20 産業観光部 観光振興課
歴史的建造物の資料館などと
しての活用

歴史的建造物を資料館などとして活用すること
により、坂本の歴史や文化を知ってもらう機会
を創出し、比叡山とその山麓及び山王祭によ
る本市観光振興の推進に寄与する。

延暦寺の里坊であった旧竹林院や山門公人の住
居であった旧岡本家住宅主屋ほかといった歴史的
建造物を活用し、坂本の歴史や文化についての
情報発信の拠点などとして活用する。

３　文化芸術を活性
化させる仕組みづく
り

（２）関連分野、他分
野との連携と創造的
な文化活動への支
援

①既存事業や文化
施設等の連携による
有機的な繋がりの促
進

令和６年度入込数
旧竹林院：61,792人
公人屋敷：2,459人

維持・推進 （　R4　～　R9　　　）
入込数
旧竹林院：47,824人
公人屋敷：3,000人

令和７年度入込数
旧竹林院：52,062人
公人屋敷：2,056人

A（80％以上
達成）

旧竹林院：2,800
公人屋敷：3,830

歴史的建造物を守るため、利用マナーブックを作成し、
入館者へ配布する取組を実施した。坂本の歴史や文化
についての情報発信拠点として付加価値の創出が課題
である。

21 産業観光部 観光振興課 祭行事の開催費用の補助
大津三大祭等の行事開催を支援することによ
り、伝統的な祭行事、活動の継承につなげ、本
市観光振興の推進に寄与する。

市内各地で行われる大津三大祭をはじめとする祭
行事は本市の歴史的観光資源である。そのなか
でも特に本市観光振興に寄与すると思われる祭
行事の開催に要する経費に対し、補助金を交付す
る。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（２）豊かな歴史文化
資源の調査研究と保
存・活用

②歴史文化資源の
保存と活用

令和６年度入込数
山王祭：100千人
船幸祭：30千人
大津祭（宵宮）：45千人
　　　　　（本祭）：135千人

維持・推進 （　R3　～　　　　） ー

令和７年度入込数
山王祭：100千人
船幸祭：30千人
大津祭（宵宮）：45千
人
　　　　　（本祭）：135
千人

15,538

【大津祭】曳山巡行を実施した。
【日吉山王祭】神事や神輿渡御等を実施した。
【船幸祭】船渡御、奉納花火を実施した。
人件費や物件費が上昇している状況が課題であり、各
事業者には自主財源の確保を促していく方針である。

22 産業観光部 観光振興課
競技かるた等の大津ならでは
の文化資源を活かした事業の
実施

百人一首の巻頭歌を詠んだ天智天皇をご祭神
とする近江神宮において、競技かるた日本一
を決める大会等が開催されることから、大津な
らではの観光資源として「百人一首かるた」を
活かした観光振興に取り組む。

「百人一首かるた」ゆかりの地に関する情報発信
や市内で開催される大規模な競技かるた大会へ
の協力、地域のかるた会が主催するかるた体験ア
シスタント講座への後援等を実施。

３　文化芸術を活性
化させる仕組みづく
り

（２）関連分野、他分
野との連携と創造的
な文化活動への支
援

②他分野（観光、ま
ちづくり、国際交流、
福祉、教育、産業
等）との連携

維持・推進 （　R3　～　　　　） ー 400
小倉百人一首競技かるたおおつ光ルくん杯の開催。国
内大会に加えて、約6年ぶりに世界大会を開催した。

23 市民部 市民活動推進室
大津市パワーアップ・まちづく
り活動応援事業

学区自治団体等が地域の課題解決やまちの
活性化を図るために実施する主体的なまちづ
くり活動に対して補助金を交付することで、協
働のまちづくりを推進する。

「トライアップ部門」におけるテーマの１つとして「歴
史・文化」を設定し、魅力ある歴史・文化活動に対
して補助金を交付する。
※「トライアップ部門」は令和６年度より廃止

２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

①文化芸術を担う人
材、団体の育成・支
援

２２件
（単独開催１９件、２学区以上で
の共同開催３件）

維持・推進 （　R4　　～　R9　　） －

２２件
（単独開催１８件、２学
区以上での共同開催
４件）

2,412

昨年度と同じく、単独開催と共同開催で合計２２件の申
請があり、地域の活性化等、地域の抱える課題の解決
に向けた取組に活用いただいた。その一方で、自治連
合会やまちづくり協議会等の地域団体だけではなく、
テーマ型の市民団体を含めた、「市民公益活動」全体の
支援の拡充が必要であることから、令和８年度より、
テーマ型の市民団体も補助対象に含めることとしてい
る。

24 市民部 文化財保護課 文化財の調査研究

・未調査の文化財の悉皆的調査を行い、文化
財の現状の把握と保存・活用につなげる。
・新たな文化財の発見により、地域の活性化に
つなげ、文化財の保存継承に資する。

・市内の寺社や地域に残る未調査文化財の悉皆
調査及び保存・活用のための基礎資料作成
・地域に埋もれている文化財を調査・研究し、その
歴史に新たな光を当てる。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（２）豊かな歴史文化
資源の調査研究と保
存・活用

①歴史文化資源の
調査・研究による価
値の明確化

維持・推進 — 318

・和邇地域での祭礼（和邇祭）を調査した。
・地域で守り伝えられてきた有形・無形文化財は後継者
不足等により継承の危機にあり、早急な調査が必要で
ある。

25 市民部 歴史博物館 文化財の調査研究

・未調査の文化財の悉皆的調査を行い、文化
財の現状の把握と保存・活用につなげる。
・新たな文化財の発見により、地域の活性化に
つなげ、文化財の保存継承に資する。

・市内の寺社や地域に残る未調査文化財の悉皆
調査及び保存・活用のための基礎資料作成
・地域に埋もれている文化財を調査・研究し、その
歴史に新たな光を当てる。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（２）豊かな歴史文化
資源の調査研究と保
存・活用

①歴史文化資源の
調査・研究による価
値の明確化

23件（歴史博物館） 維持・推進 — 調査回数20件 調査回数22件56回
A（80％以上
達成）

98

・大津市北部の寺院を中心に調査を進め、新発見の文
化財を多数把握できた。
・地域で守り伝えられてきた有形・無形文化財が、継承
できなくなりつつある。

26 市民部 文化財保護課 調査報告書等の発行

大津市内で実施した埋蔵文化財調査結果につ
いての報告書を作成し、関係機関に配布する
ことによって、大津市の文化財について広く
知ってもらう。（文化財調査成果の市民への還
元）

・開発事業に先立ち、文化財保護法の規定に基づ
き、埋蔵文化財の発掘調査を実施し、調査結果の
報告書を作成する。
未指定文化財の調査成果を、報告書を刊行する
ことで、広く市民に公開する。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（２）豊かな歴史文化
資源の調査研究と保
存・活用

①歴史文化資源の
調査・研究による価
値の明確化

7冊（文化財保護課） 維持・推進 (　S47　～　　) 10冊（文化財保護課） 11冊（文化財保護課）
A（80％以上
達成）

4,954
発掘調査の調査報告書を10冊、大津市埋蔵文化財調
査年報を1冊刊行した。

27 市民部 歴史博物館 調査報告書等の発行

大津市内で実施した埋蔵文化財調査結果につ
いての報告書を作成し、関係機関に配布する
ことによって、大津市の文化財について広く
知ってもらう。（文化財調査成果の市民への還
元）

・開発事業に先立ち、文化財保護法の規定に基づ
き、埋蔵文化財の発掘調査を実施し、調査結果の
報告書を作成する。
未指定文化財の調査成果を、報告書を刊行する
ことで、広く市民に公開する。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（２）豊かな歴史文化
資源の調査研究と保
存・活用

①歴史文化資源の
調査・研究による価
値の明確化

3冊（歴史博物館） 維持・推進 (　S47　～　　) 年間2冊 年間2冊
A（80％以上
達成）

685 歴史系の報告書１冊、美術系の報告書１冊を刊行した。

28 市民部 歴史博物館 歴史博物館企画展の開催
大津の文化財や地域の歴史に触れる機会の
創出

年２～３回、大津の歴史や文化を啓発する多様な
展覧会を開催する。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

①誰もが文化芸術に
親しむ機会の創出

春季企画展4,441人
夏季企画展11,925人
秋季企画展5,416人

維持・推進 （　Ｈ2　～　　　　）
各企画展
入場者2,000人以上

夏企画展2,457人
秋企画展2,862人

A（80％以上
達成）

7523

いずれの展覧会も入場者は2000人を超えた。大津絵を
取り上げた秋企画展の図録は会期中に400冊超売り上
げ、大津ならではの文化財の理解の深化に資すること
ができた。

29 市民部 歴史博物館 「れきはく講座」の開催
大津の歴史・文化の調査・研究成果の市民へ
の還元

年10～20回、学芸員や外部講師による、大津の
歴史・文化をテーマにした講演会や現地見学会を
開催する。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

①誰もが文化芸術に
親しむ機会の創出

年間48回 維持・推進 （　Ｈ2　～　　　　） 年間40回
年間50回
参加者数2,379人

A（80％以上
達成）

390
講座のみならずワークショップやギャラリートーク、現地
見学会など多種多様なイベントを開催できた。

30 市民部 歴史博物館 夏休みワークショップの開催
地元大学との協働による博学連携事業の推進
と親子の歴史への興味関心喚起

地元大学との連携による夏休みの子ども向けワー
クショップの企画立案・実施

２　文化芸術を支え
る人づくり

（２）未来の担い手を
担う子どもへの文化
活動の促進

②子どもが文化芸術
を表現する機会の充
実

参加者数299人 維持・推進 （　Ｈ14　～　　　　） 参加者240人 参加者274人
A（80％以上
達成）

500 応募多数で参加者数の目標を達成した。

31 市民部 歴史博物館
大津の歴史データベースの公
開

大津の文化財や歴史に関する知識の普及
ホームページ上で公開することで、誰でも気軽に
大津の歴史を学べ、調べることができる環境を整
える

１　文化芸術に親し
む場づくり

（２）豊かな歴史文化
資源の調査研究と保
存・活用

①歴史文化資源の
調査・研究による価
値の明確化

11件更新 維持・推進 （　R4　　～　　　　） 年間10件更新 90件更新
A（80％以上
達成）

817 古写真とれきはくだよりのデータを追加した。



第３次大津市文化振興計画　関連事業の進捗状況 資料１

令和6年度

基本目標 施策 主な取り組み 実績 実施状況 始期、終期（予定） 目標 実績 評価 事業費（千円） 成果と課題、令和７年度の取組内容
事業概要

計画との関連 令和７年度
照会番号 部局 所属 事業名 目的

32 市民部 文化財保護課 文化財の指定 歴史文化遺産を調査し、情報の収集
未指定文化財を調査し、大津市文化財保護審議
会の審議を経て、大津市の指定文化財に指定す
る。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（２）豊かな歴史文化
資源の調査研究と保
存・活用

①歴史文化資源の
調査・研究による価
値の明確化

維持・推進 (　S40　～　　　) 1件 6件
A（80％以上
達成）

69
令和7年度については市指定文化財の新規指定を6件
（石山寺法輪院（4棟）ほか5件）行った。

33 市民部
文化財保護課
埋蔵文化財調査セ
ンター

遺跡や埋蔵文化財に関する
学習機会の提供

・多くの人々の、埋蔵文化財への関心を高め、
理解を深めてもらう。
・中学生向け副読本を作成し、大津市の歴史
や文化に興味関心を持ってもらう。

・埋蔵文化財を適切に整理・収蔵するとともに、各
種講座・遺跡見学会や展覧会を開催する。
・中学生向けの副読本として作成している「大津市
の歴史文化―未来に伝える15の物語―」を配布

１　文化芸術に親し
む場づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

①誰もが文化芸術に
親しむ機会の創出

・埋蔵文化財調査センター来館
者2,494人
・『大津市の歴史文化』配布：
3,000部

維持・推進 (　R3　～　　　)
埋蔵文化財調査セン
ター来館者数1,700人

・埋蔵文化財調査セン
ター来館者数1,343人
・「大津市の歴史文
化」配布：3,000部

A（80％以上
達成）

6,744

・宅地開発などに伴い埋蔵文化財発掘調査を実施して
いるが、出土品が毎年増え続けており、現地調査後の
早急な整理と報告書の刊行、公開、資料の適切な収
蔵・保管が求められている。
・市内中学生を対象に3,000冊配布した。

34 都市計画部 都市計画課 絵画展の開催（景観絵画展）
美しい古都大津の景観を守り育て、次代に引
き継ぐことを目的とした景観形成の推進に対す
る市民意識の高揚を目指す

大津の景観について、小学生３年以下、中学生以
下及び一般の部に分け、絵画作品を広く募集す
る。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（２）未来の担い手を
担う子どもへの文化
活動の促進

②子どもが文化芸術
を表現する機会の充
実

応募作品数：915点 維持・推進 （H15　～　　　　） 応募作品数：974点 1,141

過去最多の応募数となった令和５年度よりは少なかっ
たが、幅広い世代からの応募があり、２番目に多い応募
数となった。応募数が増加したことから、今年度から入
選枠を24枠増やした。また入賞作品の展示、表彰を行
うとともに、投票で選ばれた作品のブックカバーを作成
し、市内書店に配布した。昨年度までに作成したブック
カバーについては、湖都の葉マルシェで配布し、全ての
在庫が無くなるほど好評をいただいた。

35 都市計画部 都市計画課
地域固有の歴史・文化遺産発
信事業（副読本、文化遺産
マップなどの作成）

地域の歴史や文化遺産を知ってもらう機会の
創出。
歴史まちづくりに関する市民意識の向上。
市域全域の歴史的風致の維持向上。

地域で歴史に関する研究、発表を行っている団体
等が作成した地域の歴史に関する副読本や文化
遺産マップなどを製本、印刷する。

３　文化芸術を活性
化させる仕組みづく
り

（１）文化芸術活動の
情報発信

①地域文化、歴史文
化や担い手等の文
化芸術情報の発信

応募数：3件 維持・推進 （　R3　～　　　　） 応募数：２件 254
令和７年度は６月に募集実施し、計２件のマップを印刷
した。

36 都市計画部 都市計画課 地域の人材活躍の支援

歴史まちづくりに対する地域住民の機運を高
める。
各地域で活動されている団体間の連携を深
め、今後の更なる活動に役立てる。

地域での観光ボランティアガイドや歴史に関する
研究、発表を行っている個人や団体に対して、団
体間の交流会や歴史に関する知見をさらに深め
てもらうための勉強会や情報発信を行う。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

①文化芸術を担う人
材、団体の育成・支
援

動画作成：約30動画
パネル展示：3回
まちあるき
　開催：1回
　参加者：17

維持・推進 （　R3　～　　　　）
動画活用：１１か所
パネル展示：４回 31

令和４年度から６年度にかけて、大津の歴史・文化を１
本９０秒で紹介する動画「大津歴まち９０秒大学」を作成
した。計６０本となった動画は市のYouTubeチャンネルで
公開しており、令和８年３月時点で、総再生回数は２４，
０００回以上となった。令和７年度は大阪関西万博EXPO
での上映や大津市立小学校の学習での使用、大津市２
０歳のつどいでの使用など、１１か所において活用され
た。
歴史的風致維持向上計画について周知啓発するパネ
ルの展示会を３つの重点区域（大津百町、坂本、堅田）
に加え、大津百町エリア部会が開催した「３月８日は町
家の日in大津２０２６」のイベントにおいても展示を実施
した。

37 都市計画部 都市計画課 大津まちなか大学の開催 まちづくりの中核を担う人材を育成。

同大学には、大津を訪れる人に大津百町の魅力
を伝え、積極的に発信できる人材の育成を目的に
した「歴まちガイド育成学部」と、大津祭を学び、体
験することを通じて先人の知恵と気質を継承して
いく人材の育成を目的とした「大津祭学部」があ
り、それぞれの学部でまち歩き講座やワークショッ
プの開催などを行う。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

①文化芸術を担う人
材、団体の育成・支
援

歴まちガイド育成学部
　講座：5回
　受講生：11人
大津祭学部
　講座：11回
　受講生：20人

維持・推進

おもてなし学部
（　H30　～　R4　）
ガイド育成学部

（　R5 　～　　　　）
大津祭学部

（　H18　～　　　　）

歴まちガイド育成学部
　講座：６回
　受講生：９人(卒業生
８人)
大津祭学部
　講座：１１回
　受講生：２２人(卒業
生２０人)

136

大津百町エリア部会により、大津まちなか大学歴まちガ
イド育成学部を開催し、９人受講された。
特定非営利活動法人大津祭曳山連盟により、大津まち
なか大学大津祭学部を開催し、２２人受講された。

38 都市計画部 都市計画課
歴史的風致形成建造物への
指定と保存のための整備

歴史的風致の維持及び向上のために必要か
つ重要と思われる建造物を指定することで、指
定文化財の保護とともに、指定文化財以外の
歴史的建造物の保護を推進。

大津市歴史的風致維持向上計画の重点区域内に
存在する歴史的建造物について、所有者の承諾
のもと調査を実施し、歴史的風致形成建造物への
指定や保存整備を行う。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（２）豊かな歴史文化
資源の調査研究と保
存・活用

②歴史文化資源の
保存と活用

新規指定
　大津百町：3件
修理事業
　大津百町：2件

維持・推進 （　R3　～　　　　）

新規指定
　大津百町：３件
修理補助
　大津百町：３件

5,334

令和７年８月１日付けで、民間の建造物３件を歴史的風
致形成建造物に指定した。
大津市歴史的風致形成建造物修理補助金により、大津
百町重点区域内の歴史的風致形成建造物の修理に対
し３件補助を実施した。

39 都市計画部 都市計画課
堅田・坂本まちなみ整備事業
補助

歴史的建造物の外観整備を促し、歴史的なま
ちなみの景観の保全及び形成を図る。

堅田・坂本の対象区域内において、景観に配慮し
た建造物の外観の整備を行う者に対して、その経
費の一部を補助する。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（２）豊かな歴史文化
資源の調査研究と保
存・活用

②歴史文化資源の
保存と活用

坂本1件 維持・推進 （　R3　～　　　　）
修景補助
　坂本：２件

2,703
門前町坂本まちなみ整備事業補助金により、坂本重点
区域内の建造物の修景整備に対し2件補助を実施し
た。

40 都市計画部 都市計画課 町家の利活用の支援 歴史的建造物の保存・活用
歴史的建造物である空き町家の利活用を支援し、
町家の新たな利活用を促す。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（２）豊かな歴史文化
資源の調査研究と保
存・活用

②歴史文化資源の
保存と活用

「町家の日in大津」
　3/8～3/16開催
　企画：26
町家の悉皆調査：1回

維持・推進 （R3　～　　　）

「町家の日in大津」
　３/７～３/１５開催
　企画：２６
「大津町家情報館」
掲載物件契約：１件

270

大津百町エリア部会により、町家普及イベントである「３
月８日は町家の日in大津２０２６」を開催し、各町家が趣
向を凝らして企画した物販、体験、見学など２６の企画
を実施した。
大津百町エリア部会が町家を探している人と町家を
持っている人をマッチングさせるサイト「大津町家情報
館」の運用を開始し、掲載物件１件の契約を締結した。

41 都市計画部 都市魅力創造課 公共空間の活用

JR大津駅周辺のまちなかにある広場や公園、
道路など公共空間において、官民連携のもと
日常的な利活用を促進し、まちに賑わいや憩
いの場所を生み出して、地域の魅力を高める。

大津駅前公園等において、和洋様々なフード・
ビールなどを取り扱ったキッチンカー等の出店を
行う。

３　文化芸術を活性
化させる仕組みづく
り

（２）関連分野、他分
野との連携と創造的
な文化活動への支
援

②他分野（観光、ま
ちづくり、国際交流、
福祉、教育、産業
等）との連携

利活用日数：延べ７４日間
利活用団体数：２２団体

維持・推進 （R2～）
イベント実施回数：84
回

・イベント用電源：
7
・大津駅前広場
等の利活用プレ
イヤー発掘・育成
支援業務委託
料：3,000

昨年度よりも利活用日数が10日増加し、新規団体の開
催イベントも増加した。一方で、夏や冬などイベント閑散
期のにぎわい維持やイベント主催者の財源確保などに
対する課題も残っている。

42 環境部 環境政策課 身近な環境市民調査事業
身の周りの自然や環境の状況を実感し、自然
環境への意識と関心を高めてもらう。

毎年度決定する１つのテーマに対して、大津市に
在住されている方等が調査員となり、分布状況や
種類を調査・報告していただく。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

②誰もが文化芸術を
表現する機会の充
実

参加者：207人 維持・推進 （　H2　～　　　　） 130人 203人
A（80％以上
達成）

303
「チョウ」を対象に調査を実施し、延べ4,880件の報告が
あった。

43 環境部 環境政策課 自然家族事業
琵琶湖や田畑、山や川などで事業を実施し、
環境を理解し環境に配慮した行動ができる人
（環境人）を育てる。

４歳児～小学生とその保護者を対象に、「○の日」
と題した自然体験に参加していただく事業。１年に
４事業を２回ずつ、計８回実施。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

①文化芸術を担う人
材、団体の育成・支
援

実施回数：8回
参加者：239人

維持・推進 （　H19　～　　　　）
実施回数：６回
参加者：230人

実施回数：５回
参加者数：174人

B（50～80％
達成）

他事業と一括で
外部委託してい
るため個別の事

業費は不明

「里山の日①」「川の日①」「川の日②」「びわ湖の日①」
「びわ湖の日②」の計５回実施した。１事業は開催地周
辺でのクマ出没により開催することができなかった。参
加キャンセルや天候不良による欠席等により目標人数
に届かなかった。

44 環境部 環境政策課 指導者研修会事業 幼児期における環境教育の充実を図ること。 ネイチャーゲーム等の内容を年２回程度実施。
２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

①文化芸術を担う人
材、団体の育成・支
援

100%
維持・推進 （　H20　～　　　　）

研修会満足度：80%以
上

100%
A（80％以上
達成）

68
大津環境人を育む行動計画に基づき、カードゲーム（動
物当て）や紙づくりをプログラムした研修を実施した。

45 環境部 環境政策課 大津こども環境探偵団事業
自らの生活の中で環境に積極的に関わり、行
動できる「環境人」の育成を目指す。

大津市内の小学３年生～中学３年生（年間登録
制）の子どもたちを募集し、環境全般（自然環境、
社会環境）にわたる総合的・系統的な体験学習を
実施。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（１）文化芸術の担い
手、つなぎ手の育
成・支援

①文化芸術を担う人
材、団体の育成・支
援

登録者数：51人 維持・推進 （　H2　～　　　　） 40人 40人
A（80％以上
達成）

259
年3回の活動を実施した。
参加者の低年齢化、事業を支える指導者側の技能不
足や人手不足が課題である。
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令和6年度

基本目標 施策 主な取り組み 実績 実施状況 始期、終期（予定） 目標 実績 評価 事業費（千円） 成果と課題、令和７年度の取組内容
事業概要

計画との関連 令和７年度
照会番号 部局 所属 事業名 目的

46 教育委員会 和邇文化センター
地域文化・歴史の講座、講演
会の開催

･主体的な学びを行う団体等への活動の場を
提供する。
･市民の教養の向上、地域の文化の振興に資
する。

市民の文化及び教養の高揚並びに芸術の振興に
寄与するため貸館をはじめ関連する事業を実施。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

①誰もが文化芸術に
親しむ機会の創出

自主事業参加者
１，２４１名
年間入館者
１７，７２２人

維持・推進 今後も継続

自主事業参加者
１，０００名
年間入館者
１０，０００名

自主事業参加者
１，２３６名
年間入館者
２４，７０１名

A（80％以上
達成）

263
令和６年度末に照明改修工事を行ったことを踏まえ、照
明リニューアル記念事業としてクリスマスコンサート等
の自主事業を４回実施し、大盛況となった。

47 教育委員会 図書館
地域の歴史や文化に関わる
情報資源の収集と提供

郷土資料及び行政資料の収集及び利用者へ
の提供を行うことにより、図書館資料を積極的
に活用した資料展示やレファレンスをおこなう
ことで、郷土資料を活用した学びの継続や発
展につなげる。

・郷土資料及び行政資料の収集及び利用者への
提供
・収集した郷土及び行政資料の積極的な活用や
資料展示
・学びの継続や発展につなげる資料の収集

３　文化芸術を活性
化させる仕組みづく
り

（２）関連分野、他分
野との連携と創造的
な文化活動への支
援

②他分野（観光、ま
ちづくり、国際交流、
福祉、教育、産業
等）との連携

市民に提供する郷土資料及び
行政資料の所蔵数
郷土資料：28,688冊
行政資料：6,622冊

拡充 今後も継続

目標値無のため参考
（R６実績）
　
　　　　　　　　　35,310

35,987冊
A（80％以上
達成）

495

　本市に関連のある郷土資料の収集強化を行い、市民
への啓発関連事業として坂本城跡国史跡指定及び琵
琶湖疏水施設国宝・重要文化財指定等を記念した講演
会の開催と大津と万葉集散策のための文学講座を合
計４回開催し参加者数が延べ223人であった。講演会等
事業の開催に併せ所蔵資料の展示及び紹介・貸し出
し・提供を行った。

48 教育委員会 学校教育課
大津市小中学校児童生徒書
き初め展

各校においては新年の意欲の喚起と技術練成
を兼ねて書き初めを課し、代表作品を一同に
集め、広く一般の鑑賞を資するとともに、市内
書写教育の発展充実を期する。

小学校１～２年生は硬筆、小学校３年生～中学３
年生は毛筆（画仙紙）で提出。
最終日に書写教育部会による学習会の実施。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（２）未来の担い手を
担う子どもへの文化
活動の促進

①子どもたちが文化
芸術に親しむ機会の
創出

鑑賞者数：2,407人 維持・推進 今後も継続 鑑賞者数：2,000人 鑑賞者数：2,593人
A（80％以上
達成）

18

出品された一作品に対して、３世代の家族が鑑賞のた
めに来館されることもあり、実施満足度は非常に高い。
出品された子どもたちにとっては、自分の頑張りを認め
てもらえる貴重な機会であり、自己肯定感の醸成に有
意義な事業といえる。
令和7年度は、鑑賞者数が前年度に比べて微増した。

49 教育委員会 学校教育課 大津の子ども総合美術展

大津市内の幼稚園・小学校・中学校における
美術教育の振興を図る。
幼児・児童・生徒が生き生きと表現し、自分の
思いを素直に出している作品を一同に集め、
広く一般への鑑賞に資する。

立体作品は、県教育美術展における入選作品を
展示。
平面作品は、各学校における代表作品を展示。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（２）未来の担い手を
担う子どもへの文化
活動の促進

①子どもたちが文化
芸術に親しむ機会の
創出

鑑賞者数：2,353人 維持・推進 今後も継続 鑑賞者数：1,800人 鑑賞者数：2,198人
A（80％以上
達成）

62

出品された子どもたちにとっては、自分の頑張りを認め
てもらうことで、自己肯定感の醸成に繋がる有意義な事
業といえる。また、保護者にとっても子どもの成長を感じ
ることができる貴重な機会である。
保護者だけではなく、祖父母や地域の方など幅広い世
代の方が多く来館され、鑑賞者数は目標値を大きく上
回る結果となった。「楽しかった」や「感動した」などの感
想を多数いただき、実施満足度の高さを感じられた。

50 教育委員会 学校教育課 学校夢づくりプロジェクト

子どもたちの思いをもとに、地域学校が力を合
わせて創意工夫をいかす夢のあるプロジェクト
に取り組み、児童生徒が主体的に学び、心豊
かに生きていくことができる力の育成を目指
す。

学校は、子どもの思いをもとにプロジェクトを計
画。
実施内容の計画書と予算書を作成し、大津市教
育委員会に提出する。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（２）未来の担い手を
担う子どもへの文化
活動の促進

③地域・学校等と連
携した夢が膨らむ文
化体験の促進

― 拡充 今後も継続 ― ― 13,368

児童生徒の思いや願いを踏まえた教育活動の意義、重
要性の再確認をする機会となった。「連携型」を設けたこ
とにより、地域、民間企業等への積極的な働きかけと協
働がなされた。

51 教育委員会 学校教育課 学校夢づくり＋（プラス）
作家やトップアスリート等との交流を通じて、子
ども達が自分らしい生き方や夢を実現するた
めの力を育成する。

【作家との交流】
一般社団法人ホンミライ及び本県本市にゆかりの
ある作家等と連携し、言葉や表現などのプロによ
る、本の魅力や、夢や希望を持つことの大切さに
ついての講話・体験授業を行う。
【トップアスリート交流】
本県本市にゆかりのあるアスリートによる、競技の
デモンストレーションや競技人生を通じて得られた
経験等の講話を行う。

２　文化芸術を支え
る人づくり

（２）未来の担い手を
担う子どもへの文化
活動の促進

③地域・学校等と連
携した夢が膨らむ文
化体験の促進

【作家との交流】
講師の話についての満足度：肯
定的回答９８％

【トップアスリートとの交流】
講師の話についての満足度：肯
定的回答９７％

維持・推進 今後も継続

【作家との交流】
講師の話についての
満足度：肯定的回答９
０％以上

【トップアスリートとの
交流】
講師の話についての
満足度：肯定的回答９
０％以上

【作家との交流】
講師の話についての
満足度：肯定的回答９
７％

【トップアスリートとの
交流】
講師の話についての
満足度：肯定的回答９
８％

A（80％以上
達成）

980

【作家との交流】
講演後のアンケートでは9７%の児童生徒が「講師の
方々の話はよかった」と回答しており、実施満足度は非
常に高い。事前事後学習を充実させることで、読書活動
の推進や国語科学習の充実が図られた。
【アスリートとの交流】
事前・事後のアンケート結果から、将来の夢や希望、目
標を持つきっかけになった児童生徒の割合が増えた。
今後も、キャリア教育の視点に加えて、運動・スポーツ
への興味関心を高める視点も意識した事前事後指導を
行い、運動・スポーツへの関心が高めていきたい。

52 教育委員会 学校給食課 食の文化の継承 行事食や伝統料理などの食文化を継承する。
日本各地の郷土料理や、滋賀の産物を使用した
料理、外国料理、行事食等を献立に取り入れ、提
供する。

３　文化芸術を活性
化させる仕組みづく
り

（２）関連分野、他分
野との連携と創造的
な文化活動への支
援

②他分野（観光、ま
ちづくり、国際交流、
福祉、教育、産業
等）との連携

郷土料理　　 ：　年10回
滋賀の産物　：　年11回
外国料理　　 ：　年11回
行事食　　　  ：　年12回

維持・推進 今後も継続 ―

郷土料理　　 ：　年10
回
滋賀の産物　：　年11
回
外国料理　　 ：　年11
回
行事食　　　  ：　年12
回

1,568,035
年間計画に沿って実施できた。引き続き日本各地の郷
土食等の伝統的な食文化の伝承を推進する。また、諸
外国の食文化を紹介していく。

53 教育委員会 生涯学習課
公民館・コミュニティセンター
貸館事業

主体的な学びを行う市民団体等への活動の場
の提供

自主学習グループや市民文化団体等への貸室を
行う。（文化振興に関わりの無い利用も含む。）

１　文化芸術に親し
む場づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

②誰もが文化芸術を
表現する機会の充
実

R6年度実績20館
（利用団体・一般貸館合計）
25,872回
341,103人

維持・推進 （　　　　～　　　　） ―

R7年度実績18館
(※小松支所含めな
い）
（利用団体・一般貸館
合計）
25,191回
349,117人

0

令和6年度より1館減少したが、利用人数は増加してい
る。利用者団体や公民館で活動をする地域団体の高齢
化は進んでいるものの、活動している人数は増加傾向
である。

54 教育委員会 生涯学習課
公民館・コミュニティセンター
講座開催事業

市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化
を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に
寄与する。

定期講座、講習会、講演会等を開催する（文化振
興に関わりの無いものも含む。）

１　文化芸術に親し
む場づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

①誰もが文化芸術に
親しむ機会の創出

R6年度実績20館（主催・共催）
774講座、21,737人参加

維持・推進 （　　　　～　　　　） ―

R7年度実績19館
(※小松支所含む）
591講座、15,392人参
加

2,204
子ども向けの講座、高齢者向けの講座が全体の8割を
占めている。今後も地域のニーズに沿った事業の充実
を図っていく。

55 教育委員会 生涯学習課 文化財家族参観事業
文化財に親しむことで、明るい家庭づくり・生涯
学習を推進する。

本市在住の家族（者）が、毎月第３日曜日（家族ふ
れあいサンデー）に、対象社寺において、企業局
が発行する『水道・ガス等ご使用量のお知らせ』を
提示することで、無料で参観することができる。

１　文化芸術に親し
む場づくり

（１）誰もが文化芸術
に親しめる環境の充
実

①誰もが文化芸術に
親しむ機会の創出

R6年度実績
対象施設12社寺、2施設（歴史
博物館、三橋節子美術館）
参加組数　1,512名
参加者数　2,805名

維持・推進 （　　　　～　　　　） ―

R７年度実績
対象施設12社寺、2施
設（歴史博物館、三橋
節子美術館）
参加組数　1,355組
参加者数　2,447名

840

昨年度の来客組数から1割減少し、約90%の組数となっ
た。
企業局発行の検診通知のオンライン化が進展している
ことを受け、今後の運用方法については、関係機関との
協議を通じて、より円滑な運用形態を模索する必要が
ある。


